
地域計画策定に向けた意見交換会

「農業委員会を中心とした地域代表の活躍で地域活動を活性化」
令和5年5月31日 宮崎市 農政部 農政企画課 担い手対策係

写真｜宮崎市浮田地区の豊かな田園風景｜
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人・農地プラン実質化の進捗状況（令和5年3月31日現在）
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④実質化

完了 実施中 予定 完了 実施中 予定 完了 実施中 予定

（進捗率）

旧宮崎市域 51 43 0 4 43 0 4 43 0 4 43 4 47

92%

佐土原町域 24 11 0 4 11 0 4 11 0 4 11 9 20

83%

田野町域 9 9 0 0 9 0 0 7 2 0 7 0 7

78%

高岡町域 16 16 0 0 16 0 0 16 0 0 16 0 16

100%

清武町域 8 8 0 0 8 0 0 8 0 0 8 0 8

100%

計 108 87 0 8 87 0 8 85 2 8 85 13 98

(91%)

取り組みの進捗状況

①アンケート ②地図作成 ③話合い
対象地区

人・農地
プランの
地区数

実質化
+

みなし
実質化

みなし
実質化



優先順位をつけた進捗管理

取組方針
・国の示す流れを遵守
・地域との丁寧な対話を行う
・地域の実情を十分に把握したうえで作成
・作成後の実効性を高めること

・優先順位１
　　①アンケート及び②地図作成が完了し、③将来方針の作成待ちのもの。

・優先順位２
　　「中心経営体への位置づけが必要な新規就農者がいる」など速やかに作成が必要。

・優先順位３
　　担い手がいない、白地が多いなど地域の実情によってプラン作成に不向きなもの
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農業委員会との連携（研修会）

対象：農業委員、農地利用最適化推進委員
内容：令和3年度「概要」「事例紹介」「グループワーク」
　　　令和4年度「人・農地関連施策改正」「関連事業情報共有」
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農業委員会との連携（農業委員会だより）



人・農地プラン実質化の流れ

ステップ１
アンケートの実施

ステップ２
地図の作成

ステップ３
地域の話し合い

ステップ４
プランの実質化

ステップ５
プランの実行
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人・農地プラン実質化の流れ

ステップ１
アンケートの実施

実施時期　令和2年6月～

実施主体　農業委員：２４名
　　　　　農地利用最適化推進委員：４４名
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人・農地プラン事例紹介①（古城・北川内）

１　氏名
２　生年月日
３　住所
４　連絡先
５　経営の種類
６　経営の意向
７　主な作目
８　利用状況
９　後継者の有無
10　農地に関する困りごと

人・農地プラン実質化の流れ
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人・農地プラン事例紹介①（古城・北川内）

１　地番
２　面積
３　自作・借入
４　将来の意向 概ね５年後
　①継続して耕作
　②耕作しない
　③貸したい
　④借りたい
　⑤返したい
　⑥既に耕作していない
　⑦荒れている
　⑧貸している

人・農地プラン実質化の流れ
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人・農地プラン事例紹介①（古城・北川内）

１　基本情報

２　調査結果

　①経営の意向

　②後継者の有無

　③農地に関する困りごと

人・農地プラン実質化の流れ
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人・農地プラン事例紹介①（古城・北川内）

ステップ２
地図の作成

実施時期　　令和3年6月～

実施主体　　宮崎市

人・農地プラン実質化の流れ
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人・農地プラン実質化の流れ（将来の意向図）
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人・農地プラン実質化の流れ

ステップ３
地域での話し合い活動

実施時期　令和4年5月

実施場所　浮田公民館

参加者数　30名
　　　　　　　自治会長、担い手、土地持ち非農家、新規就農者、入作法人
　　　　　　　土地改良区役員、水利組合役員、多面的機能支払

特記事項　「農地集約」「基盤整備」「新規作物」
　　　　　「鳥獣被害」の４項目でテーマ分け
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人・農地プラン実質化の流れ（浮田地区）
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人・農地プラン実質化の流れ（浮田地区）
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人・農地プラン実質化の流れ（古城・北川内地区の例）
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人・農地プラン実質化の流れ（古城・北川内地区の例）
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人・農地プラン実質化の流れ

ステップ４
プランの実質化

実施時期　検討会実施 毎年２回（10月、２月）

実施者　　宮崎市

特記事項　地域で出された意見をできる限り
　　　　　そのままプランに掲載
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１　対象地区の現状

２　対象地区の課題

３　集約化に関する方針

（例）
・新規就農者の５反要件がネック
・機械の大型化は狭い農地に不向き
・法人の受け入れには集約化が必須

人・農地プラン実質化の流れ（浮田地区での意見）
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４　具体的な取り組み

（例）
・猪による畦の被害に対策が必要
・飼料用とうもろこし可能性を検討
・粘土質を活かした稲作の継続

（他地区の例）
・将来的に賃料の統一化
・露地柑橘・ユーカリの試験栽培

人・農地プラン実質化の流れ（浮田地区での意見）
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人・農地プランの検証

農業委員・農地利用最適化推進委員と連携して検証を行う。
年間スケジュールを定めて計画的に実施。
内容：記載内容や中心経営体の追加・修正
時期：令和4年7月依頼、9月集計

宮崎市
（農政企画課・総合
支所農林建設課）

宮崎市農業委員会 農業委員・農地利用最適化推進委員

■小規模（２人で確認）
　・中心経営体の確認

■中規模（５人程度で確認）
　・中心経営体の追加

■大規模（10人以上で話し合い）
　・将来方針の見直し
　・地図の見直し
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人・農地プランのフォローアップ

地域の話し合い活動で得られた意見や方針を具体化できるよう支援。
令和4年3月に庁内９課で構成される推進プロジェクトチームを設置。
【対応事例】《多面的機能支払交付金事業への参画》 《水路などの農業用施設の補修・改修》 《有害鳥獣対策》　　等
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「地域計画」策定に係る基本的な取組み

　１　協議の場の設置に向けた調整
　　　区域設定⇒人・農地プランの実質化の区域を基本とする
　　　協議実施⇒実質化された区域はこれまでに出された意見を基に協議結果を公表
　　　　　〃　⇒実質化されていない区域は協議を行ったうえで結果を公表

　２　協議の場での協議事項
　　　①当該区域における農業の将来の在り方
　　　②農業上の利用が行われる農用地等の区域
　　　③その他農用地の効率的かつ総合的な利用を図るために必要な事項

　【実施方針１】
　　各区域の農業の将来の在り方について、担い手と徹底的に話合い目標を定める
　　（営農のほか、農地の集積・集約化、農地中間管理機構の活用、基盤整備　等）

　【実施方針２】
　　農地の出し手に対し、作成した目標を達成するために必要な取組みについて、
　　丁寧に説明を行い、理解をし協力いただくよう調整を進める
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「地域計画」策定に係る基本的な取組み

　３　目標地図の作成
　　　①農業委員会による農地の出し手の意向確認
　　　②目標地図の素案作成、市への提出
　　　　⇒タブレット等で収集した情報は農業委員会サポートシステムに反映
　　　　⇒システム上で目標地図の素案を作成することが可能

　４　地域計画の策定
　　　①地域計画の期間は、概ね5年ごとに、その後の10年間について定める
　　　②地域計画の要件
　　　⇒基本構想に即するとともに、関連する法律や各種計画と調和が保たれている
　　　⇒農林水産省令で定める基準に適合すること（以下の事項が適切に定められていること）

　　　　(1)生産する主な農産物
　　　　(2)農用地等の利用の方針
　　　　(3)担い手(効率的かつ安定的な農業経営を営む者)に対する農用地の集積目標
　　　　(4)農用地の集団化(集約化)に関する目標
　　　　(5)(3)及び(4)の目標を達成するため取るべき措置 24



まとめ

　１　人・農地プランの進捗状況
 108地区中、98地区で実質化済み。残りの地区も地域計画への取組みを継続。

　２　関係機関との連携
 農業委員会との連携は必須。広報活動や研修会を計画的に実施。

　３　地域計画の策定
 人・農地プラン同様、関係機関との連携により事業を推進する。

　４　人・農地プラン（地域計画）の検証
 実質化済みのプランを年１回計画的に検証。
　

　５　人・農地プラン（地域計画）のフォローアップ
　　　　地域の意見を具体的な結果に繋げることで、話合いへの積極的な参加を促す。
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最後に・・・

ご清聴ありがとうございました。

地域計画（人・農地プラン）の作成が
事業の目的になっていませんか？

事業に取り組む中で得られた
地域の課題を解決していくことが
真の目的ではありませんか？


